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接合具 /ラグスクリューボルト（LSB）

集成材／ヒノキ／ E95-F270 ／ 105 × 100 × 1400 ／平行／ LSB1 本

● 姿図・寸法

接合具：ラグスクリューボルト（LSB）φ 25

【使用材料】

母材 1400mm × 105mm × 100mm（ヒノキ E95-F270）

接合具　ラグスクリューボルト（φ 25、S45C）

● 適用条件
本実験結果およびそれから導かれる各値を用いることができるのは、接合具に純粋な引張力のみが作用す

る場合である。
● 概要

105mm × 100mm × 1400mm のヒノキ集成材にφ 25mm の試験用接合具 2 本を繊維平行方向に

500mm 埋め込んだ試験体である。加力は単調引張加力とした。
● 接合具（メーカー、URL、入手方法）

LSB：ダイロック　https://dairock.jp/

L110以上
L90以上

105x750(プレーナー後寸法)
ラミナ強度

試験体に使用した部分は
　　161.4㎜ 　　L110以上のラミナの内の100mm

　　430.4㎜

試験体に使用した部分は
　　161.4㎜ 　　L110以上のラミナの内の100mm

ラミナ厚26.9mm

ヒノキ集成材ラミナ構成
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● 理論式※

※中谷 誠、森 拓郎、小松 幸平「ラグスクリューボルトと特殊金物を用いた木質ラーメン構造の柱 - 梁接合

部に関する研究」日本建築学会構造系論文集、2008 年 4 月

● モデル化
要素モデル 等価モデル

● 特性値
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● 荷重変形

● 破壊性状
・1 体目 LSB 引き抜け（写真 1 参照）

・2 体目 LSB 引き抜け（写真 1 参照）

・3 体目 LSB 引き抜け（写真 1 参照）

・4 体目 LSB 引き抜け（写真 1 参照）

写真 1　LSB 引き抜け
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